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IRD-SSP（InfraRed Doppler - Subaru Strategic Program, 2019年春季年会 P318a）では、晩期M型矮星周り
のハビタブルゾーンに地球型惑星を発見し、低質量星周りの惑星系の特徴を理解することを目的として、これま
でに 3年間に及ぶ赤外ドップラー法での惑星サーベイを進めてきた。3年目の観測では、IRDとすばる望遠鏡を
用いて、主に、IRD-SSP1∼2年目に行ったスクリーニング観測（e.g.2020年春季年会 P320a）によって選ばれた
天体に対して重点的に多数回の観測を行う視線速度（RV）モニターを行い、惑星によるRV変化の候補を検出す
るに至っている。本講演では、IRD-SSPによる惑星サーベイ観測の 3年目の進捗状況を報告する。
IRD-SSPでのスクリーニング観測では、複数回のRV観測を行うことによって、事前観測（e.g.2016年秋季年

会 P207a）や文献値をもとに事前に選んだ約 150星のターゲット星候補から、実視連星、高速自転星、分光連星
を除外し、視線速度の比較的大きな時間変化を持つ天体の調査を行った。重点的な RVモニターでは、自転速度
が遅く高精度の RV観測が実現可能で、星固有の RV変化が小さく低質量の惑星まで検出可能である星を優先し
て観測ターゲットとし、できるだけ高頻度で、80回を目標にRV観測を行う。これまでに、75星に対して 4回以
上のRV観測を行い、複数の星でモニター観測の目標である 80回の観測が完了しており、それらの視線速度の変
化が分かってきた。その中には、惑星を持つと思われる天体や惑星の可能性がある比較的大きな RV変化を持つ
天体も複数検出している。


